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論文内容の要旨

本論文は，種々の目的を持つ不特定多数の計算機，端末等で構成される公衆型の計算機網，すなわち

データ通信網の論理構造とプロトコルに関する研究をまとめたもので. 7 章からなっている。

第 1 章緒論では，計算機網の論理構造とプロトコルに関する従来の研究の経緯および本研究の目的と

意義とを述べて，本論文が乙の分野において占める地位を明らかにしている。

第 2 章では，本研究が対象としたデータ通信網の概念と具備すべき特性について述べ，本研究の範囲

を明確にしている。

第 3 章では，データ通信網の論理構造とプロトコルを体系的に定めるデータ通信網アーキテクチャの

設計に関し，新しく考案した手法を論じている。すなわち，各構成要素が持つ通信機能を原始機能とそ

れらの組合わせ機能に分離し，効率よく論理構造を表現できるモデル化の手法，データ通信網の機能を

情報処理，通信処理，転送の 3 種に分類し，ハードウェア技術の進歩に容易に対処可能にする機能階層

化の手法，複数の応用サービスによるデータ通信網設備の効率的な共用を可能にするため従来一体とし

て構成されていた設備管理機能と各応用サービスの管理機能を分離して構成する管理機能階層化の手法

などを論じている。

第 4 章では，上記の手法にもとづき，実用データ通信網を構築するために，具体的に論理構造とプロ

トコルを規定した DCNA (Data Communication Network Architecture )について述べているロ

第 5 章では，階層化されたプロトコルに準拠して開発された計算機，端末装置等がフ。ロトコルに従っ

て正しく動作することを，試験システムによる擬似環境下で，確認するプロトコル試験方式を論じてい

る。また，乙の方式にもとづいて実現した試験システムの構成と実験結果について述べ， 乙の方式が異
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常系も含めた網羅的な試験も効率よく行い得るものであるととを示している。

第 6 章では，プロトコル試験に要するデータ量，マニュアル操作量，計算機時間などの試験コストを

最小にする手順を求めるアルゴリズムについて論じ，任意の状態から試験開始状態へ推移させるための

リセットの概念を導入する乙とによって，問題の定式化をはかるとともに，その解を求めるアルゴ.リズ

ムを提案している。また，乙のアルゴリズムによる方法によって従来の手作業による方法に比べ，大幅

に試験コストの削減がはかれることを示している。

第 7 章結論では，本研究によって得られた成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

種々の目的をもっ多くの計算機，端末装置を相互に接続する計算機網は，今後の大きな発展が予想さ

れる重要な情報，通信システムであり，広域化，大規模化に対して秩序ある開発を行えるよう iとするた

めのネットワークアーキテクチュアの確立が重要な課題になっている。

本論文は，望ましい計算機網のイメージを明確にし，その論理的構造とプロトコルをネットワークア

ーキテクチュアとして体系的に確立するとともにプロトコノレについてその試験法を確立することを目指

したものであり，その成果はすでにわが国の公衆型計算機網の構築に反映され活用されているが，要約

すると次のとおりである。

(1) まず，計算機網の各種要素のもつ通信関連機能を原始機能とそれらの組合せ機能に分離して表現す

るというモデ、ル化の考え，網機能を情報処理，通信処理，転送に分離し階層構成する機能階層化の考

え，および網管理機能をネットワーク資源機能，管理機能，利用機能に分離し階層構成する管理機能

階層化の考えをもとにして，計算機網の論理構造を基本モデル，資源ネットワーク，論理ネットワー

ク，仮想ネットワークの 4 つのモデルネットワークによってとらえる方法を考案している。ついで，

上述の論理構造にもとづいて，データ転送に関するプロトコルおよび通信処理に関するプロトコルを

原始プロトコルの組合せとして体系的に設計する方法を考案している。考案した設計方法を適用して，

データ通信網アーキテクチュア (DCNA) を実際に開発し，その有効性を確認している。

(2) プロトコル試験ラステムについて，ディレール方式を考案し，乙の方法による DCNA 製品のフ。ロト

コル試験システムを開発し，その有効性を実験によって確認している。また，プロトコル試験プログ

ラムに関し，試験コストを最小にする試験手順決定問題を定式化し，これを解くアルゴリズムを考案

するとともに，このアルゴリズムによって決定される試験手順が試験コストの削減にきわめて有効で、

あることを示している。

以上のように，本論文は公衆型計算機網のアーキテクチュア設計方法および、フ。ロトコル試験法を考案

したものであって，計算機網開発にあたっての指針，技法を与えるだけでなく，この種のシステムにつ

いて有用な知見を与えており，通信工学，情報工学に寄与すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士

論文として価値あるものと認める。
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